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なるミルチャ・エリアーデ Mircea Eliade(1907-1986)、コンスタンティン・ノイカ Constantin 





































 なお、筆者のルーマニア調査は、北西部のマラムレシュ Maramureș 地方を中心として 1993
年 7 月、1994 年 4 月から 1995 年 1 月にかけて、1997 年 6 月から 8 月にかけて行われた。



































































































































































































































































































ブーは 1989 年の民主革命まで、あらゆる分野で共通していた。 
 ルーマニア社会に関する外国人の研究が行われた第二次世界大戦後は、農業集団化が社


































































































































第 6 章「レジオナール運動とルーマニア社会、知識人」は、20 世紀初頭のルーマニアに
おける政治社会状況と、そこに生まれたレジオナール運動と指導者の特徴、およびルーマ
ニアを代表する知識人の動向を主題としている。レジオナール運動は当時の不安な社会情

























 第 5 部と第 6 部では、社会主義体制下からポスト社会主義期を経て現代までの知識人と
民衆の実践について論じる。 













































第 1 部 概観 
第 1 章ではバルカン地域とルーマニアの地域的諸条件、第 2 章では概念と用語について
の考察を行う。 
 






























































































































































































 バルカンでは 18 世紀以降の西欧との交易によって実力を蓄えたギリシア系商人層の文化
的発展に促されて、正教会「ミッレト」の内部では教会組織のギリシア化が進んでいた。






































成はムスリム父系の 11 家族とカトリック父系の 3 家族で、ムスリム家族、カトリック家族
ともに、そのルーツに関する伝承を有している。また古い資料によると、50 年前には、こ
れらの家族形態は、それぞれ 1～3 の共住家屋と 15～25 人の家族メンバーからなっていた。
1981 年の統計によると、この行政村には 690 人が 158 世帯に暮らしている。その内訳は、
ブリンガ自身の計算では 3 分の 2 がムスリム、3 分の 1 がカトリックとなっている。この人
口構成は 1889 年のオーストリアによる統計とも矛盾しない。1945 年以降は、出稼ぎにより
カトリック家族の人数は減っている。1993 年には、内戦の結果、ムスリムは一人もいなく
なった。彼女はボスニア内戦の始まる前である 1987 年に調査を開始し、一年間の滞在を行









































































































内 2000 万強の人口をあてにした外国企業が多く進出している。 
ルーマニアに居住する民族集団に関して、旧石器時代には人の定住した痕跡があり、紀
元前 2000 年頃にはトラキア人から派生したダキア人が住み始めたとされる。紀元前 60 年
頃、ダキア人は統一国家を成立させたようである。2 世紀の始めには、ローマ帝国のトラヤ
















1630 万 7004 人と最大であるが、他にローマ・カトリック 87 万 0774 人、プロテスタント（カ



































































世紀だった。その中心であるアルバ・ユリア Alba Iulia 府主教座は、ブカレスト大主教座の














強く受けることになった。1821 年トゥドル・ヴラジミレスク Tudor Vladimirescu(1780-1821)
によってワラキア蜂起が勃発したが、これはオスマン帝国によって鎮圧された。19 世紀に
はロシアが占領したが、オスマン帝国の宗主下でワラキア、モルドヴァの連合公国が成立





リンゲン家からカロル Carol1 世が迎えられた。カロル 1 世は国内の近代化を推進し、1877
年の露土戦争にも参戦した。この年の 5 月 9 日には独立を宣言し、オスマン帝国と独立戦
争を展開、翌年のサン・ステファノ San Stefano 条約とベルリン協定で列強の承認をうけた。






















































































































































































第 2 章 概念 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ク教会が代表的な合同教会である。前者は 1596 年のブレスト合同、1646 年のウュゴロド合
同、後者は 1698 年～1700 年の合同によって誕生した。それぞれが属するソ連とルーマニア















アルジェシュ Curtea de Arges に、つづいて 1370 年セヴェリン Severin にオルテニアを管轄す
る府主教座が一時的におかれ、1401 年にはモルドヴァを管轄する府主教座がスチャヴァ
Suceava に置かれた。ハンガリー王国の支配下にあったトランシルヴァニアではルーマニア



























































1596 年にはブレスト Brest 合同７６によって、ポーランド支配下のウクライナ人正教徒がカ




 トランシルヴァニアでは、当時ハプスブルク帝国皇帝であったレオポルト Lepold1 世(在



























































1730 年から 1751 年にかけてギリシア・カトリック司教であったヨン・イノケンティエ・
クライン Ion Inochentie Micu-Klein(1692–1768)の働きは、ルーマニア人の民族意識の覚醒に
おける先駆をなす点でめざましいものだった。クラインは、教会合同によってルーマニア
人民衆が政治的参加を行うことが可能であると信じ、レオポルド１世による二つの勅令を






















位を回復するための 5 つの条件を提案したものだった。第 1 は許容すなわち領邦の一つと
は認められないという敵対的な字句を排除するというもの、第 2 は三民族連合が形成され
































































































た農業集団化が背景にあったと推察される。1958 年から 63 年のあいだに約 500 人の司祭、
修道士、世俗信徒が逮捕され、その多くが投獄あるいは精神病院へ収容された。そして修
道院の数は 200 から 100 へ、修道士の数は 7000 から 2000 に大幅に減らされた。ただし 1960
58 
 








った。1948 年 10 月１日、クルージュ Cluj においてギリシア・カトリック司教会議が政府の
強制によって開催された。この会議ではローマ・カトリックとの合同の廃止が決定された。




ある。改宗を拒んだギリシア・カトリック教会の６人の司教、1800 人の司祭のうち 600 人













デイ・アドヴェンチスト Sevensday Adventist、ペンタコスタル Pentcostal、エホバの証人









































































































































































































































































































































































































































































































































































































たもので、1851 年に詩人ヴァシレ・アレクサンドリ Vasile Alexandri (1821-1890)によって公
表された。様々なテキストがその後さらに収集されたが、基本的な内容は次のようなもの
である。 
 3 人の羊飼いが羊を追って暮らしているが、仲間割れを起こして 1 人の羊飼いを殺害しよ






   やわらかな草茂る丘／天国の入り口を／ほら、道をやってくる 







さて 3 人の羊飼いは仲間割れを起こし、1 人の羊飼いを他の 2 人で殺害しようとするので
あるが、殺害の計画を千里眼の小羊であるミオリッツァに知らされた羊飼いは、自分の死
を次のような美しい結婚のイメージで描きだしている。 
   羊たちにははっきりと言うのだ／わたしは結婚したのだと 
   可愛い王女と／あの世の花嫁と 
75 
 
   そして式の日には／流れ星が一つ落ちたのだと 
   太陽と月とが／わたしに冠をかぶせた 
   樅の木と楓の木は／わたしたちを祝う客 
   司祭、それは高い山々／鳥たちが聖歌隊／何千もの鳥が 


























































































































































































第 4 部 戦間期ファシズム運動と知識人にとっての西欧と民族 














































人口動態からみると 1930 年には国民人口の 80％が農村に住んでいたが、農村から都市へ
の人口移動も激しく、1918 年から 1940 年までに都市人口も 480 万人増大していた[中島
2007:231]。社会インフラに関して、ルーマニアの鉄道網はバルカン半島でもっとも発達し、
1929 年には鉄道相路線距離は 1 万 1206 キロに達していた。1930 年には首都ブカレストに
信号が設置され始め、大都市では電気路面電車も走るようになった[中島 2007:232]。一方、
バルカン地域で唯一の石油生産が国を潤していた。1926 年の石油生産量は 188 万 6000 トン
に達した。他の鉱物資源としては、褐炭、クロム、マンガン、水銀、雲母、銅、鉄、鉛、
アンチモン、ビスモス、モリブデン、黄鉄鉱などがあり、トランシルヴァニアではメタン
ガス、ボーキサイト、金、銀を産出した。1930 年から 1939 年の間に、工業労働者数は 15





































































スキ Ion Zieliński の長男として 1899 年に生まれた。ポーランドからの移民でありながら、
ルーマニア民族主義と反ユダヤ主義を強く信奉していた父親は、1910 年にニコラエ・ヨル












Garda Conștiinței Naționale に加入し、続いてヤーシ大学法学部学生協会会長（後キリスト教
学生協会）に就任した。1922 年にはドイツのベルリン大学へ留学したが、反ユダヤ主義学





















礼を行なった。1924 年 3 月 29 日には、裁判の結果、無罪となり釈放された。この裁判を通
じて、コドレアヌは全国的な知名度を獲得した。1924 年 10 月 25 日、コドレアヌは学生へ
の虐待と暴行を指令した警察署長マンチェを射殺し再び投獄されたが、それに対して全国
的な擁護キャンペーンが繰り広げられた。裁判では社会的騒乱の罪で起訴されたにもかか
わらず、正当防衛でこれもまた無罪となった。1927 年 6 月 24 日になると、コドレアヌはつ
いに大天使ミカエル軍団を結成する。結成メンバーは、獄内生活をともにしたイオン・モ
ツァ Ion Moța(1902-1937)ら 5 人を核とし、続いて最初のメンバー15 人が誓いの契約をたて
る。 
 レジオナールの組織構成は、クイブ Cuib（巣）といわれる単位を基礎としていた。この






絶対的な指導者 Căpitanul とみなされた。 
 1929 年 11 月 8 日、コドレアヌは大衆宣伝活動を開始する。政治集会を開き、反政治屋主
義、民族意識覚醒キャンペーンを行なった。1930 年 6 月には、政治的組織として「鉄衛団」
Garda de Fier を結成する。レジオナールというエリート組織だけでは、組織的な政治運動を
行うことができなかったため、大衆的な政治組織を設立したのである。当時のルーマニア
国内の政治的状況は、カロル 2 世 Carol II (位 1938-1940)という強い個性をもつ国王によって
左右されていた。ユダヤ人女性との結婚のため、一度は王位を追われたカロルが、1930 年
6 月 6 日に息子である国王ミハイ Mihai をアルバ・ユリア Alba Iulia 大公にすることで、み





閣を命じ、1931 年 4 月ヨルガ内閣が誕生する。このヨルガ内閣の下で、1931 年 11 月鉄衛団
の非合法化がなされた。続いて、ヴァイダ＝ヴォダ Vaida Voda 組閣、マニウの再組閣、ヴ








つミハイ・ステレスク Mihai Stelescu などの過激派が登場したのである。だが、この分裂の
危機はステレスクの暗殺によって取り除かれた。 
1934 年 12 月には、政府による弾圧の結果、政党としての鉄衛団は終焉を迎え、これで鉄
衛団の第三次解散となった。鉄衛団に代えて、1935 年にカンタクジノ将軍をトップとする
新組織「すべてを国に捧げる」Totul pentru Țara が結成された。1937 年にタタレスク Gheorghe 
Tătărescu 内閣は、当時としては珍しく 4 年間の任期を全うする。この時代は金融恐慌後の
近代化進展期で、多くのルーマニア人の郷愁の的とされる。だが、政治的には政党の離合
集散の混迷期で、政権党である自由国民党 PNL の内部も四分五裂状態だった。1938 年、反
ユダヤ主義的政策を推し進めるオクタヴィアン・ゴガ Octavian Goga 内閣が成立する。ゴガ
は、コドレアヌと平和協定をむすんだ。続いて 1938 年 2 月 10 日には、ミロン・クリステ
ア Miron Cristea 総主教による挙国一致内閣が組閣される。これは右翼の首相経験者とテク
ノクラートを含む評議会の設置で政党の活動を停止させ、議会権限を大幅に縮小すること
を目的としていた。 

















アヌの運命に関していえば、1938 年 11 月 30 日、収容所からブカレストへの護送中、逃亡
を図ったとして 13 人の幹部とともに謀殺される。ここにコドレアヌによるレジオナール運
動は消滅し、以後の運動は、幾人かのエピゴーネン、なかでもナチス・ドイツと親密な関
















































リテリオン Criterion サークルが、ミルチャ・エリアーデ、ミルチャ・ヴルカネスク Mircea 
Vulcanescu、ミハイル・セバスチャン Mihail Sebastian、ダン・ボッタ Dan Botta、コンスタン














































































ジオナール運動との関与を咎められ、ミエルクリャ・チュウク Miercurea Ciuc 監獄へ投獄さ
れた。しかし、幸運にもエリアーデはサナトリウムへ送られ、そこで解放される。さらに





































ナエ・ヨネスクは、ルーマニアが近代国家として独立した 1878 年から 12 年後の 1890 年
に生まれ、第二次世界大戦勃発後まもなくの 1940 年に没している。その 50 年の人生はル
ーマニア近代化の歩みと深く関わり、ルーマニア経済の前近代性を示す 1907 年の農民大一
揆のときに 17 歳、領土的野心が全開する 1914 年から 1918 年の第一次世界大戦中はドイツ
へ留学し拘束され、近代以降ルーマニアの国民的念願としてきた 1918 年のトランシルヴァ
ニア併合時には 28 歳、1920 年代のルーマニア知的黄金期、大恐慌後の 1930 年代国王独裁
期から右翼急進主義国家への移行期には 30 歳代からの中年期にあたり、ルーマニアにとっ
て重大な歴史的事件がナエ・ヨネスクの人生の傍らで生じている。 




専攻科を終了する。同年、マテイ・バッサラブ Matei Bassarab 高校の教師に任命され、しば
らく雑誌の編集を手伝った後で、ドイツのゲッティンゲン大学へ留学した。まもなく第一
次世界大戦が勃発し、帰国して兵役に就くことを余儀なくされる。1915 年には結婚し、1916







ジオナール運動との関係を問われて投獄され、解放された後の 1940 年 3 月 15 日にブカレ
スト郊外にあるバネアサ Baneasa の別荘で生涯を閉じた。 

















































批判しながらも、憎むことができないと告白している[Calinescu 2001:654, Pavel 2006:7]。エリ
アーデもまた反ユダヤ主義的言説をまき散らしながらも、ミハイル・セバスティアンの作
品を肯定する[Pavel 2006:654]。共通するのは、師ナエ・ヨネスクの影響力への怨嗟の声であ

































































































































































































































































レスク・モトル Rădulescu Motru は、1904 に出版された『ルーマニア文化と政治』のなかで、
ルーマニアはヨーロッパと政治の結びついた圧力のもとで 19 世紀に変容したと書いた。続
いて資料の裏づけ、叙述の迫真ぶりで類をみないとみなされるのが、ルーマニア性につい





代ルーマニア文明の歴史』3 巻(1924-26）などが挙げられる[ペトレウ 2013] 。 
ドイツに留学してヒトラーによる革命を目にしたシオランは、彼にとって「体系的な唯
一の、また<ルーマニア性>を、ルーマニアの特殊性を扱っている点でも唯一の著作」[シオ





































































































7.3 第 4 部のまとめ 






































































































































動きを中心にして動いていくことになる。第 1 回ルーマニア共産党大会は 1921 年にブカレ
ストで開かれたが、参加者は協議事項に結論を下さないままに当局が大会を強制的に閉鎖






ヴァ・ソヴィエト自治共和国創立準備が進行した。ウィーンで 1924 年に行われた第 3 回大





は 1944 年まで続くことになる。第 4 回大会はクラコフで 1928 年に開かれた。再び党指導






ならず干渉を行なった。第 5 回大会はモスクワで 1931 年に開催され、総書記にポーランド
人シュテファンスキーAlexander Stefanski を選出した。彼は 1934 年まで同職にとどまり、そ
の後はブルガリア人シュテファノフ Boris Stefanov を 1936 年総書記に選出し、続いてハンガ















































にはその対立が表面化してヴァシレ・ルカ Vasire Luca が党内のハンガリー人分子を利用し
たかどで訴えられ、自己批判を強要されたあげく大臣の地位から追われた。これら一連の
抗争は、ゲオルゲ・ゲオルギウ・デジを中心とするルーマニア共産党の国内派がモスクワ
派を追い落とすための権力闘争だった１１０。権力の基盤を確立したデジは 1952 年 9 月に新
憲法を制定し、プロレタリアート独裁に基づくルーマニア人民共和国の成立を宣言した。 




























































力闘争を勝ち抜いてから 1973 年のアジア訪問までの時期、最後はアジア訪問から 1989 年
の革命までの期間である。 
チャウシェスクは、1918 年、オルテニア地方の小村スコルネシュティで貧しい家庭に生






初の逮捕は 1933 年 11 月 23 日、16 歳だった。釈放後、青年共産主義者同盟という非合法組
織に加入する。翌 1934 年には、鉄道職員試験に嘆願抗議する署名運動の扇動を理由に再び
逮捕された。ついでブカレストを追放処分となり、故郷の村に帰った。ブカレストへの帰
還後は、すぐに活動を再開したが 1936 年にはふたたび逮捕され、ドフタナ収容所での 2 年
間の刑を宣告される。1938 年に解放され、さらに活動を継続し、1939 年 9 月には青年共産
主義者同盟の書記局の一員に選出された。1940 年にはまたも逮捕され、ブカレスト近くの
ジラヴァ Jilava に収監される。1943 年 8 月、刑期を終えたが釈放されず、トゥルグ・ジウ














1946 年の選挙後、共産党は権力を掌握し、チャウシェスクは 1945 年に党中央委員会に選出
され、1946 年 11 月には総選挙で代議員に選ばれた。1947 年、ルーマニア共産党が権力を握
ると、チャウシェスクは農業省の次官を、そしてデジの下で国防次官を務める。1948 年、
農業大臣に就任、1950 年、防衛副大臣に就任、1954 年、中央委員会書記に就任する。    
1952 年、アナ・パウケルらモスクワ派共産主義者が追放されると、チャウシェスクは中
央委員会の委員となった。1954 年、正式に政治局の一員となり、党内の序列では 2 番目に

























とみなされたがり、1969 年には中ソ対立最中の中華人民共和国を訪問した。1975 年 4 月 4










































































る。1971 年 7 月 6 日、チャウシェスクはルーマニア共産党政治局の執行委員会で、新たな























































































David Prodan(1902-1992)で、蜂起論を唱えるパスク Pascu と論争を行なった。この論争は単
純な歴史認識の争いではなく、唯物史観にたつルーマニア社会主義政権が、歴史記述を支
配することで、現在のヘゲモニーを確保しようとする試みでもあったのである。 













面性を巡って、ガブリエル・リチェアヌ Gabriel Liiceanu(1942- )、アンドレイ・ガブリエル・




















































































































































































































































































































































































































































































































9.4 第 5 部のまとめ 





























第 6 部 社会主義から資本主義への民衆の適応戦略 








































ック信者が村の多数派をしめることである。人口 1700 人あまりの村人のうち、約 1100 人が


























































































































































































































































































































































































































































































































































































事件の経過は以下の通りである。2005 年 4 月 5 日、イリーナはルーマニアに戻って、孤
児院で一緒だったキッツァに会うためにモルドヴァ地方の聖三位一体修道院を訪れる。4 
月 9 日、イリーナが修道院で発作を起こして病院に運ばれたが、医者は統合失調症と診断
した。4 月 24 日、完全に治ってはいなかったが、日常生活の中で療養した方がよいとされ、














の法律がどう裁くのかに注目が集まった。裁判が結審したのは、2008 年 1 月で、ダニエル
には 7 年、修道女長には 6 年、3 人の修道女には 5 年の求刑が言い渡された１２６。 
法廷にはダニエルを支援する信者たちが集まり、彼のために祈りを捧げ、判決が下され
た時にはダニエルのために涙を流したという。2008 年 1 月 30 日、ダニエルはヴァスルイ
にある刑務所に収監された。しかし、刑務所内での生活態度から仮釈放が認められて、2011 
年 11 月 30 日に刑期の 3 分の 2 を残して出所。3 人の修道女も 2011 年 1 月に出所、修道


















































10.5 第 6 部のまとめ 





























































































































































































ニアでのキリスト教の宣教は 3 世紀頃に始まり、4 世紀には黒海沿岸のコンスタンツァに司教


















軍団」Legiunea Arhanghelul Mihail を結成したことに始まる。軍団は 11 人の設立メンバーを中
心とするエリート組織であったが、やがて政治組織として「鉄衛団」Garda de Fier を結成した
ので、鉄衛団という名称もしばしば用いられる。解散命令を受けたのちには「すべてを国に」





















 イエズス会はカトリック教会内部において 1534 年にイグナチオ・デ・ロヨラやフランシス
コ・ザビエルらによって創設され、1540 年にパウルス 3 世により承認された男子修道会。 
１１
 ルーマニアの詩人ヴァシレ・アレクサンドリ Vasile Alexandri によって採取され、発表された
バラード名で、ミオリッツァ Miorița とは雌の子羊を意味する。 

































Bektāsh(？‐1337 頃)を開祖とし、一説では 12 世紀にホラーサーンからアナトリアに到来して、

































が、ムラト 1 世は暗殺された。しかし、息子バヤズィト 1 世が戦場で即位して戦いを継続し、
















公国も一時的に安定した。バヤズィトの子メフメト 1 世は、1412 年帝国再統合に成功して失
地を回復し、その子ムラト 2 世は再び襲来した十字軍を破り、バルカンに安定した支配を広げ
た。こうして高まった国力を背景に 1422 年には再びコンスタンティノープルの包囲を開始し














































































































Berger:1994, Cain:1989, Calinescu:2001, Cordoneanu:2007, Dubuisson:1999, Ionescu:1992, 
Laignel-Lavastine:2004,Laighel-Lavastine:2002, Lavric:2007, Mutti (trad.Florin Dumitrescu):1997, 






































る。紀元前 6 世紀から古代ギリシア・ローマの史家によってその存在が記されてきた。 
３４


























































































王朝の皇帝レオーン 3 世は、718 年に首都コンスタンティノポリスを包囲したイスラーム帝国
軍を撃退する。以後イスラーム側の大規模な侵入はなくなり、帝国の滅亡は回避された。しか
し、宗教的には 726 年にレオーン 3 世が始めた聖像破壊運動（イコノクラスム）などで東ロー
マ皇帝はローマ教皇と対立しカトリック教会との乖離を深めた。聖像破壊運動は東西教会とも




























































































































19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけてマケドニアはコソヴァ、マナストゥル、セラーニクとい
う、三つのヴィラーエト(州)に行政区分され、ボスニアと同様に民族の混住地域だった。人口




















































































































ルと呼ばれる。またアロムン Aroman あるいはサラカチャン Sarakatsan、サロカチャン
Salokatsan、カラカチャン Kalakatsan がある。ヴラヒ自身はロマヌス romanus に由来する多様




































































































































する。そこに至るまでには、12 世紀以来の教会改革が求められた状況や 15 世紀に聖書を重ん
じ、教会制度や聖餐を批判した先駆者たちの存在があった。 
６３ [和田 1992、関 1987 1987、伊藤 1992、渓内 1988、桜井 1997] 
６４
 この社会主義の「社会」の語源は、ラテン語の socius で友人のことである。また「社会主義」
の語の最初の使用は諸説あるが、「自由、平等、友愛」の語を普及させたピエール・ルルーが
1832 年に personnalite の対比語として記した socialisme が最初とも言われている。ルルーは、












































動を意味」と説明している。そこに至ったのは、マルクスとエンゲルスが 1846 年 2 月ブリュ
ッセルで、ブリュッセル共産主義通信委員会を結成し、ついでマルクスらとシャッパー派は連
























































































































あった。それが、キリスト教における教父 Church Fathers という存在。教父とは、キリスト教










































































となった。実際、フランスでは、19 世紀末のドレフュス事件の際にモーリス・バレス Maurice 
Bares やフェルディナン・ブリュヌティエール Ferdian Blunetiere によって用いられたのをきっ
かけに、知識人という言葉が人口に膾炙するようになった。反ドレフュス派であるバレスやブ
リュヌティエールは、エミール・ゾラ Emil Sora、オクターヴ・ミルボーOctav Milbeau、アナ









ていった。しかし、他方でアメリカ合衆国の社会学者チャールズ・ライト・ミルズ Charls right 
Mils は、大学人たちが専門性に特化するあまり公共的議論に参加する能力を失いつつあること
を警告し、この点ではジャーナリストのほうが知識人的であるとした。それに対して、フラン




























































 たとえば偉大な詩人といわれる讃美歌作者トライアン・ドルズ Traian Dorz は、1982 年に解























































































９２ 以下の記述は 20 世紀初頭の民俗調査の資料を中心とし、他の資料で補足したもので、年代
的には戦前までのものである cf.[Stahl1939, Vladutiu1976] 。 






 ルーマニアでのキリスト教の宣教は 3 世紀頃に始まり、4 世紀には黒海沿岸のコンスタンツ













 ユダヤ人の全人口に占める割合は 4.2％にすぎないが、都市人口では全国の 14.3％、ブコヴ
ィナでは 30.1％、モルドヴァでは 23.6％を占めていた。 
９７








 Circulara nr.m148 din 21 februarie 1938, in Legiunea Arhanghelului Mihail de la trecut pana in 
present, GazeteadeVest—Almanah,1994,citat in Procesul [住谷 1994]から引用。 
１００
 講義名は以下の通り。Curs de filosofie a religiei, 1924-1925 (litografiat; tipărit; 1990-1991, 
1993, 1994, 1998); Curs de istorie a logicii, 1924-1925 (litografiat; tipărit; 1997); Curs de metafizică. 
Problema salvării în Faust al lui Goethe, 1925-1926; Curs de teoria cunoștinței, 1925-1926 (litografiat; 
tipărit; 1996); Curs de logică. Cu specială privire asupra științelor exacte, 1926-27 (litografiat; tipărit; 
1997); Curs de logică,1927-1928 (litografiat;tipărit;1997); Curs de metafizică. Teoria cunoștiinței 
metafizice. 1. Cunoașterea imediată, 1928-1929 (litografiat;tipărit;1942,1991); Curs de metafizică. 
Teoria cunoștinței metafizice. 2. Cunoașterea mediată, 1929-1930 (litografiat; tipărit; 1944, 1991); Curs 
de istorie a logicei, 1929-1930 (litografiat; tipărit: 1941, 1943, 1993); Curs de istorie a metafizicei, 
1930-1931 (litografiat; tipărit; 1996); Curs de logică,1934-1935 (litografiat; tipărit; 1943, 1993); Curs 
de logica colectivelor, 1935, trei prelegeri (tipărite: 1996-1997); Curs de metafizică, 1936-1937 
(stenogramă; dactilografiat; tipărit: 1999); Roza vânturilor (1937; reeditată: 1990, 1993).  
１０１




















させる大きな事件が起きた。1934 年 11 月、レニングラードの党中央委員会第一書記だったス

































 戦前のルーマニアにおける社会主義運動の歴史自体は曖昧である[Fischer-Galati 1991:73]。 
１０４
 ウクライナの町ソロモンカッツ Solomon Katz で生まれた。ルーマニアに到着したのは 20































トリアに支配され、1919 年から 1940 年まではルーマニアの支配下にあったが、北部ブコヴィ


















族、そのなかでもとくに妻と 2 男 1 女が大きな力をもっていた。長男ヴァレンティン・チャウ














領など複数の罪で起訴されたが、裁判中の 1996 年、肝硬変のため死去する。 
１１５
























































































 The Huffington Post, Updated May 25, 2011, URL: https://www.huffingtonpost .com/2011/01/05 
/Romania-witches-use-spell_n_804776.html 
１２９
 筆者のルーマニア調査は、北西部のマラムレシュ地方を中心として 1993 年 7 月,1994 年 4
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